
「語の安定化」と二段活用の一段化

1．はじめに



2．音節数と一段化の概要
　2．1　動詞の音節数

【一音節語（旧終止形が一音節である語の意）…得、出（づ）、寝（ぬ）。】

【二音節語…見ゆ、果つなど。】



【三音節語…やつる、乱る、焦がるなど。】

【四音節語…うろたゆ、くらはす、下さるなど。】

・一段化　…本来は二段動詞だが一段化しているもの

・二段維持…二段型活用を維持しているもの

・不明…送り仮名の活用語尾が示されず、二段型活用を維持しているかわからな
いもの

　2．2　動詞の音節数と一段化





3　先行研究で指摘される観点の捉え直し
　3．1　活用の種類の音節数と一段化



　3．2　助動詞の音節数と一段化

4．これまで十分に検討されていない観点から見た音節数と一段化の関係
　4．1　複合動詞の音節数と一段化







　4．2　個別の語における音節数と一段化





5．おわりに

【音節数と一段化の概要】　

先行研究で指摘される観点の捉え直し
【活用の種類の音節数と一段化】

【助動詞の音節数と一段化】



これまで十分に検討されていない観点から見た音節数と一段化
【複合動詞の音節数と一段化】

【個別の語における音節数と一段化】



注



【調査資料】
〈近松門左衛門〉―引用では（近松　全集巻数・作品名・ページ・行）と表す。

〈酉水庵無底居士〉―引用では（遊女評判記・ページ・行）と表す。

〈中田楮同〉―引用では（台帳・ページ・行）と表す。



〈菅専助〉―引用では（管　全集巻数・作品名・ページ・行）と表す。

〈洒落本〉―引用では（洒落本　全集巻数・作品名・ページ・行）と表す。

〈噺本〉―引用では（噺本　全集巻数・作品名・ページ・行）と表す。
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